
26. 鉄 鋼 製

IRON AND STEEL PRODUCTS

日立金属工業株式会社(以下日立金属という)の主流

鉄鋼製品である可鍛鋳鉄ほ1910年,8印管継手は1912

年,鋳鋼は1921年,安 ハガネほ1899年以 生産して

いるが,それぞれ広く斯業の最優良品として内外より認

められている｡昭和33年度においては一般経済情勢の沈

滞に伴う需要の減少により前年に比べ多少の減産とほな

ったものの可鍛鋳鉄も管継手もその生産ぷこは断然全国第

1位の優位を続けた｡鋳鋼は日立金属戸畑工場,巨l立製

作所水戸工場で外販品を製造しているが,i]立,亀

笠戸二I二場生 の自家用鋳鋼をあわせれば全国第2位とな

る⊂1水)~~i工場における鍛銅品もいよいよ錬磨熟達した技

術によって増産に励み好評を博した.J

ハガネは質量ともに_Ⅰ二其鋼でほ全国第1位であ

り,新常設備も竣工して月産約3,000tの生産能力をも

つに至り,構造用鋼･特殊用途掴も積極的に需要先の要

望に応じて増産Lうるようになった｡

26.】異心可鍛鋳鉄製晶

2る･l･l自動車および三輪車部品

わが国工業界の最近の不況ほ自動 業卯にもいち早く

反映し,各メーカーは原価低減へ最大の努力を傾注して

おり,コストダウンとともに 串の発表を勅ついで行っ

てきた｡日立金属ではこの要求にそう/こ･く材質の転換お

よび設計変更など積極的に各メーカーに協力を行ってい

るっまた強ノ｣化への傾向はこれらの状況に刺激され,さら

に著しくなり,肉厚や重_E~il二の増加を極力さけて剛性を向

上した｡衝撃に耐えうる靭悍と強度の要求にも~相応し,ま

た三輪申の需要減退に伴い四輪化への卯換も行われた.

第1図ほこれら郁品の-･部を示したものである- ‖宣_金

属でほすでに鋳造機械化設備をほぼ完成し熱敗理,清浄

などの爾後処理の合理化と検査機構の完備とにより需要

家の要求に応ずる複雑な形状でしかも寸法精度のよい崇

心可鍛鋳鉄製品を納入するのに大いに貢献してきた｡周

知のように鋳物の合格率の良杏は鋳物砂の管祝いかんに

よることが多いので,日立金属では 物砂の符邦を徴民

して行っている｡調砂設備をさらに改良して鋳物砂調整

の均 化ほほとんど完成されるに至った｣これを弟2､

3図に示す｡

2る.1.2 農耕機具部品

各産 にわたり生産性向上ほ戦後いろいろ要望されて

いたが,わが 農業においてもこの数 粕▲払ノ
､
､綻ち打の

作に刺激されて,農耕具の機線化への機運ほ一層拍車を

かけられるに至った.｡これら農機器部品としての悪心可

鍛鋳鉄品ほ一部高力可鍛鋳鉄部品への材質転換と相まっ
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第1図 三輪車の四輪化部品の一部
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第3図 調砂設備を改良されたあとにおける

鋳物砂管理図の一例



製

第4図 農耕磯部品の一部

て,その長所を十二分に発揮している｡日立金属でほこ

れら希メーカーに弟4図のような穐々な果心吋鍛鋳鉄品

を供給L好評を博している.｡

2る.1.3 8印異心可鍛鋳鉄製管継手

8[i】黒心~叶鍛 鉄製管継手は,ガス,水道,暖冷房なと

の--･般配管に使われるもので,日本二l二業規格に10kg/cm2

ネジ込形~l■†鍛鋳鉄製管継手として定められているもので

ある.｣

管継手ほその用途により色々の形や大きさのものがあ

i),種類は1,000種以__l二に及ぶが,エルポ,チー,ソケ

ッ1､などがその代表的なものである､｡

不良腎継手の佐川は~大きな災‡写の原因となることが多

いので,優良品の選択がたいせつである｡ 守耶∴､l

50年にわたる柾験と歳新の技術により,均一にして巌

高の品質を誇るとともに｢弓鼻汁､こと｣｢もらぬこと

しいこと｣の3表作を完備したものとして斯昇の絶人な

信用を得ている｡昭和33年1_0月に桑名工場ほ工

化矢施優良工場として通商産業大臣賞を授与されたが,

8印管継手の真価を示すものである(｡

符継手の国内生産量は年間約3万トンであるが,この

過半ほ8印で生産量,楯山韻とも第1位をパめ,世射で

も屈指のメーカーとして広く知られている｡

なお従来自晶と呼ばれているメッキ品には,溶;融和鉛

メッキが施されていて,きわめて優秀な耐蝕性をイヨーして

いるが,これとは全然別に継子に新しい 面処理を施し

8印管継手のJ特質をさらに当三かした防錆継手の試作を昭

和33年度に読三成し,本格的な生産を開始した｡この継一手

i･ま出荷後不m意に放苫することによって発生するネジ部

や外面の錆を予防し,さらに全面に半永久的な金属光沢

を付して,従来かえりみられなかった装飾を兼ねた室l月

配管や器具類にも進んで用いられるよう考慮Lたもの

で,従来の継手の概念を一変した美しさをさ-ゝする本品は,

時代の流れに適応したものとLて期待されている｡

2d.l.4 ネジ付排水管継手

酸またほ塩類を腐蝕液とした場合はもちろん,-i二旗中

に埋設した場合淀も,黒心可鍛鋳鉄 の管継手やボルト

が鋼管あるいは軟鋼ボルトⅠこ比べて著しく耐蝕性を示す

ことほすでに明かにされている 実であるが,ネジ付排

水管継手として使片=ノた場合にも,排水,汚水およびク
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第5図 各種8印黒心‖J鍛鋳鉄製管継手を使用

Lた配管例(バルブは6印崇心~･中級鋳鉄製/ミル

ブの亜鉛メッキrlJl)

レンザーなどに対Lてi~ル様

な傾向をホすかどうかを明

かにするために汁通鋳鉄,

軟鋼との†耐蝕性の比較を行

った｡30日間の腐蝕美醜に

おける単位面積当りの1日

の腐蝕減量ほ舞1表のよう

であって,これより㍍心可

鍛鋳鉄の腐蝕減晶を100と

してほかの腐蝕減量を表わ

せば弟7図のようになる.J

すなわち,浮通鋳鉄ほ黒心

~叶鍛鋳鉄の1.1､1.6倍,軟

鋼ほ1.3､2.0倍程度の腐蝕

-ユ1〕二となる｡

iJノ水の化学的構成ほ復経

で判然としないが,このよ

うな紆呆となった原因とし

てほ(a)腐蝕液中におけ

る局部電池の数が里心可鍛

鋳鉄の場合故も少ないこ

(_1二)普通の継手

〔中)梨地防錆継手

(~~F)光沢防錆継す

第6凶 8印黒心可鍛

鋳鉄製管継手

と,(b)加_t二ひずみおよ■び内部瓜力は黒心1=汀鍛鋳鉄に

おいて般も小さいこと,(c)黒心~=丁鍛鋳鉄および普通鋳

鉄中のフェライトは軟鋼のそれに比べて多量のシリコン

を含有していること,などがあげられる｡

排水および汚水より発生するガスによる腐蝕は排水お

よび汚水臼体による腐蝕よりもいずれの材質においても

弱く,粗こ脱硫酒肉の硫化水 による腐蝕ほほとんど開

題にならない｡また,.一浩皮面と什l二面との耐蝕惟にはか
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第1表 腐蝕減量表(mg/day-Cm2)
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第7図 可鍛鋳鉄を100とした場合の腐蝕

減量対比表

なりの差があって黒皮薗の方が耐蝕性が良好であること

はいずれの材質においても同じであるが,ただ黒心可鍛

鋳鉄の窯反面ほ長時間にわたる高温焼鈍によって強固な

高級酸化鉄皮膜を形成しているので､ほかのものに比べ

て著しく耐蝕性があることほ注目すべきである｡､

2d.1.5 8印黒心可鍛鋳鉄製バルブ

バルブの生命ほ｢もらぬ｣｢強い｣｢正しい｣ことであ

る｡8印黒心可鍛鋳鉄製バルブは,8印管継手の高度な

製造技術と黒心可鍛鋳鉄の特質せ活用し,鋳鋼バルブに

匹敵するものとして新たに完成されたバルブである｡

このノミルブほJISの舶用バルブ規格に

常用圧力20kg/cm2,本体 鍛可､レ黒ふよ
鉄拠しており,

,主要部品ほ

ステンレス銅第1経で,弁座商にはステライ†を使用し

耐久度のきわめて高いバルブである｡

40kg/cm2の飽和蒸気による漏洩試験およぴ300kg/cm2

の水圧による耐圧試験の結果ほ良好で,各サイズともフ

ランジ形とネジ込形の2瞳 がある｡

2d.1.d 8印銅合金バルブ,継手

8印管継手の姉妹品として5kg/cm2,10kg/cm2の8

印青銅ネジ込玉形弁,同じく

仕切弁が製作されているが,

いずれもJISに基いたもの

で,さらに世界の同種バルブ

のすぐれた点を採り入れてバ

ルブの性能を100%発揮でき

計設

-
｢
ノよる 造されたもので

ある..

なお昭和33年度には,船舶

の清水,海水m配管に使用さ

れる継手として船舶用青銅,

黄銅継手を受注したが,これ

ほ8印管継手,8印バルブの

第8図 a印男心可

鍛鋳鉄製バルブ

優秀性が高く評価されたためのもので,今後とも舶相継

手への8印の進J†1が期待される｡

青銅継手の材質ほ青銅鋳物第2瞳で,形状･寸法など

ほ大体JIS B230110kg/cm2ネジ込形可鍛鋳鉄製管継

ずるもので,材質を考慮してネジ長さ,肉厚なと

が多少異なっている｡黄銅継手の材質は黄銅鋳物第1寝

で,大部分が熔接継手である｡

(左)玉形弁 (右)仕切弁

第9図 8印青銅バルブ

ノつ~■ ■-

第10図 8 印 銅合金継手
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2る.2 高力可鍛鋳鉄製品

高力可鍛鋳鉄は現在弟2表に示す4種類の規格のもの

を 作しているが,50～80kg/cm2の高い引張強さをも

ち,鍛鋼などに匹敵するのみならず,その疲れ強きの点

においても,十分な強さをもっていることが,各穫の攻

れ試験の結果判明している｡高力可鍛鋳鉄の疲れ強さを

小野式回転曲げ疲れ試験機によって測定すると,平滑村

の疲労限ほ20～25kg/mm2,鋭い切欠をつけた場合の

労限ほ12､15kg/mm2である｡粕こ切欠をつけた場合

の疲労限の低下が非常に小さいことがその特長で,高力

可鍛鋳鉄の が弟11図に示すように単一なパー

ライト基地でなく,中に塊状の焼鈍炭素を含有している

ためであり,繰返変動荷蚕をうける強度部品に使用する

ときほきわめて有効な性質をもっている｡

高力可鍛鋳鉄の基地は均【･･･な球状パーライトであるた

め,焼入硬化はすこぶる容易であり,塩裕,鉛浴を使田

する局部焼入,火焔またほ高周波による 面焼入などい

ずれの方法によってもHll(C)60前後に敏化できる｡

また基地が球状パーライトで硬さが高いのみならず,潤

滑作用のある黒鉛が組識中に内在しているために耐

性があり,従来S45Cなどに 面焼入を施して使用し

耗

いる部品においては,高力可鍛鋳鉄を採用することによ

って,表面焼入の必要がなくなり好 を博している｡ま

た量産加工を行う部品においてほ,その被切削性のいか

んは生産価格に大きく影響し,材料選定上の重要な要素

となるが,高力可鍛鋳鉄の切削惟は同一硬度の鋼よりも

ほるかに良好である｡

以上のようにすぐれた性質をもっている高力可鍛鋳鉄

ほ,部品価格の低減,軽量化,性能の向上などの目的の

ために,近時強度部品として非常に広範囲に使用されて

いる｡自動車部品関係の主なる用途を例挙すると,ギヤ

シフトホーク,バルブロッカーアーム,トランスミ､ソシ

ョンギヤ,ピストン,ユニバーサルジョイント,スピン

ドルアーム,カムシヤフ1､,クランクシャフトなどであ

る｡舞12図は製品の一朝を示したものである｡

2る･3 アルミニウム合金鋳物

2d･3･1車輌用鋳物部品

車輌,特に自薦頑工業におけるアルミニウム合金鋳物

の利用ほ,材質の選択により現今でほその強度が高級鋳

鉄をしのぐものが得られるようになり,その軽量化のた

めiこ近年ますます増加の憤帖こある｡日立金属深川工場

でほ,砂型･金型によりこれらの 物の製造を行ってい

るが,それぞれその使用日的に応じて化学成分,熱処理

の調整を行っている｡これらほ一般的な鋳放し,および

T6処理材質以外に大体次のような材質が求められる｡
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第11図 頗徽鏡組織(×400)

第2表 日立高力可鍛鋳鉄規格

第12図 /てルブロッカーアーム

第13図 トランスミッションケースおよ

ぴサイドカノ∴-
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第14図 アイドラボディ,ステアリング

ブラケット,ハブフォーリアン

第15図 マニホールドインテーク

第3表 ラウタール系合金の機械的性質

立

材 質

十.

十
･
.

抗張力

｢kg/mm竺)

21.8

22.5

22.8

24.0

24.0

24.7

36.7

35.4

36.1

仲 率iブリ
(%)卜硬

2.0 89.7

1.8 89.7

2.2 92.3

2.2 125

1.8 121

2.0 121

材 質

抗張力
(kgノmm2)

聖鋸28･9鋸

ル登ネブ硬率)
～

伸(
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<U6

.9
06

｣｢

2

3
.
1
.

1

1

60.9

65.5

70.4

70.6

7･6l92･3
8.0:92.3

7.8189.7

(1)中頻度高切肖り性材質 例:トランス ヅショ

ンケースおよびその付属鋳物部品など(第13図)

(2)高靭性材質 例:アイドラボディ,ブラケッ

ト類,ハブ類など(舞14図)

(3)耐気圧性材質 例:各種マニホールドインテ

ークなど(第15図)

(4) ピストン用材
,ローエックス系合金で良好な

る切削性が条件となるっ

次にこれらラウタール系合金の機械的性質を第3表に

示す｡

2る.3.2
一般鋳物部品

材質として一般にラウタール系合金,シルミン系合金,

Y合金などがそれぞれの用途に応じて用いられている｡

特に耐蝕性,高強度高延伸惟材質として5%および10%

ヒドロナリウム合金が,航空機用,舶用,そのほか卓輌

評
ニノゝ

‖用
第41巻 第1号

などに川いられ,これらの製造を行っている｡

2d.4 ダクタイル鋳鉄品

ダクタイル鋳鉄(以下DCIという)ほ33年度におい

て,鉄鋼業昇全般が不振であるうちに引続き順調に生産

を発展させることができた｡

熔解法の進歩により,装入材料ほ必ずしも特殊な銑鉄

を使用しなくても完全に一黒鉛の球状化した組識のものが

安定して里産できるようになり熔湯原価を大幅に低減で

きた_ノまたニムミ釘を球状化するために必要なMg含金添加

法についても縄々の研究がなさjt,Mg台･金を不満昭ガ

スを用し ､て- 湯中に吹込む力法や矧調せる圧力取鍋中で

九･Ig含_金を添加する方法などについての基礎的な研究が

完了し,Mg処理費の低減について大きい期待がもたれ

ている､-.

造型法についても金型鋳造法による最産や,シェルモ

ールド㍊型法による見

したニー.

および寸法精度の向上が一般化

DCIの耐摩耗怖の優秀なことはすでに幾多の実例で

明らかで33年度もフエールング,チェーンガイド用ロー

ラ,微粉沢燃焼装ポ引Hピータ,ピストン,シリンダ,カ

ムシャフト,バルブロッカーなどを製造納入したが,な

おいっそうの向上をはかるため高燐ダクタイル鋳鉄の試

作,研究が行われ,シリンダライナに鋳込み他瞳材質の

ものと比較Lて長時間の実際 期待

どおりの非常に優秀な耐摩粗性を有することが明らかに

なり,シリンダライナ以外にも稜々の用途を有するもの

とLて期待されている.∵

また強度部粛としてドラッグチェーン,行穫幽単,製

瓶磯部品,製釘磯部品,蓄旺船木休.サンドシール,ホ

イスト部品などがある｡

なお DCIの耐摩耗性を実 する一例として,日立

作所栃木_L場に納入せる冷蔵庫用プレス塾材ほ従来の特

殊鋳鉄 の型材に比較し約3倍の寿命を有することが明

らカペニなったこ細こ33年度ほDCIの耐摩耗性を生かし

第16図 カ ム シ ャ フト

第17囲 サ ンド シ
ー ル
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第18周 印刷機用ギヤ

(DCI45)

第19匝l国鉄納"こたま-‡プ~"

用坐灘沌1転配(DCI45)

第4表 口立ダクタイル銑鉄材質脱棒

た用途として印刷機械への応用が原著であってギヤおよ

び圧胴に使用して好成績をあげることができた｡

従来DCIの鋳造できる般小肉厚ほ製品の大きさにも

よるが約5mmと考えられていたが,串柿川の座席の担l

転座およびささえ板として重量制閲のため3･5mmとい

う肉薄品の遺産を指示され,種々.試作の後卜昼1鉄"こだま"

玉川1として納入して好評を得ているJ

弟18図および弟19図は最近鋳造せるDCI鋳物の例

をホした｡

なお日立ダクタイル鋳鉄としてほ弟4表にべミLた一一般

用三瞳類のほかに特に耐摩粍仲せ必要とする材料につい

ては調質を行ったもの,柑こ耐熱性を必~要とするものに

ついてほSi含有量を高くした耐熱型DCIを提供して

いる｡

2る.5 超耐熱鋳鉄品(_THW)

日立超耐熱鋳鉄ほTHWの名称で広く肘掛軋 耐蝕

性,耐輝線性を要求される郁分に硬≠されているし:これ

ほクロームを主体とした鋳鉄で,クローム炭化物とレー

デブライ†の組織でできてい声･-,このクローム尉ヒ物は

非常に硬く,耐輝矧一偏こすぐれているとともに,熱に対

して安定であり,高温度で使用する場合でも,†~巨Jも 酸

化の現象をほとんど起さないのが特長である｡また酸類

や亜硫酸ガスなどに対する耐蝕作にもすぐれている･二

このような特長を生かし,しかも鋳造が容賂で複雑な

鋳物を正確に製作することができるTHWほ硫化鉱の焙

焼炉川ラップルチーズなどの炉金物や火格子,煉瓦受金

物,惨炭箱などに広く仙洞~iされている｡
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伝統と経験があり,

しているし-

耐蝕川としては硝酸,燐酸や塩類

溶液などの葬器をはじめ,非鉄金属

類の熔融鍋としても使用されてい

る｡

またこの鋳物は銘放しのままで,

高硬度を有し,高温度までその傾度

が低下しにくいので,インベラ･ブ

レード･ノズルなどの機械部品とし

ても用途が多い｡

26.る 鋳 鋼 品

2る.る.1炭車部品

尻車部品は日立金属において古`い

優秀な製品として,山元の好評を博

策20図に於単に使川される バッファケースと

ヘッド,第21図に車輪の一例を示す｡

車輪および車軸ほ,さらに長期使用に耐えるため要求

に応tて,ドイツMG式高周波焼入機により,車輪は踏

拍iおよびハウジング,車軸ほベアリング談合部に熱処理

を施し表面硬化を行っている｡､

2d.d.2 自動車,三輪車部品

近時自動車,三輪車は大形化 軽副ヒの傾向となり,

柚送能率の向上に伴い,急速な進歩とあいまって量産が

紬ナられている｡.日動卓,三輪 部品ほ,一般に薄肉小

物品にして,鋳肌,寸法精度ともに要求が厳Lく,しか

も材質ほ頗靭なものを要求されている｡日立金属ではこ

れにJ′とミじて,十分その要求を満たすべく,量産設備も完

備Lているし= 弟22図に自動車,三輪軍部品の一例をあ

けたし.

ー･-遥J第20図/てッファケースおよびヘッド

第21図 炭車用鋳鋼製市輪
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第22図 自動車用セ∴/タケースと三輪

車用フレームヘッド

第23図 極軟鋳鋼品の枠およびマグネッ

ト コアー

2d.d.3 電鹿部品

樋軟鋼鋳鋼ほ普通鋳鋼に比較して,すぐれた導磁率を

示しているので,電動機の枠,マグネットコアーなどに

用いられて好

機,発電機部

を示すっ

を得ている｡このほか鋳鋼品として電

作している｡第23,24図にその一例

2d.d.4 車輌部品

車輌用鋳鋼部品は,それぞれの目的と用途に応して,

すぐれた諸性質を有しているので,国内ほもちろん広く

海外にも用いられている｡弟25図は国鉄納め新形軸箱

体を示す｡

2る.る.5 土木建設横械部品

土建機械のショベル,ブルトーザなどに使用される鋳

銅品のなかにほ,特殊鋳鋼品を要

いが,日立金

した,多年の

されているものが多

でほ戦車,飛行機などの重要部品を製作

験の上に,新鋭設備により製造するもの

であるから信板を得ている｡弟2る図にトラックリンク

を示した｡

2d.7 鍛 鋼 品

近年,電力 要の急激な増加に伴い,日立製作所にお

ける水力および火力発電などの機器の製造ほ多忙をきわ

第241村 上電動機用電機子星形

第25図 車輌用新形軸箱体

第26図 ショベル用トラックリンク

め,ニjtに要する各種鍛銅品も飛躍的な増産が行われた｡

水力発電,火力発電ほ次第に大形化し33年度において

ほさきに 作した佐久間発電所の100,000kWを,ほる

かにこえる125,000kⅥ7 という記 的な大容量のものを

製作し･これに要する各穐鍛銅品も大物となり,特に水

車主軸,発電機軸などほ60t 以上の大形鋼塊が使用さ

れる= これらは慎重な作

作業法を

とに十分管理された

用し,入念な検査を施し,優秀な材質を得る

ように心がけた｡

一方船舶関係では,タービン用ロータシャフトを初め

推進敵 中間軸,ラダーストックなどを多数製造したが

いずれも良好な成績を得ている｡

このほか鍛鋼部品としてほ,ベアリングレース,串輔

用各種車軸,鍛造同者槌型鋼および圧延機用大形ギヤ,

ピニオン,シャフトなどがあげられる｡

以下記録的 晶の内容の一端を紹介する｡

(1)135,500kW水草主軸

使用鋼塊 65t 材質 SF55



鉄 鋼

第27図 135,500kW水 車 主 軸

果皮

(2)

(3)

(4)

(5)

第28図 貨物船用スリーブ付き推進軸

還:42t

第27図ほ荒削作業を示す｡

125､000kVA発電機川シヤフ†

使用鋼塊 60t 材空電 SF55

票皮重最 35t

125,000kVA発電機用シャフト

使用鋼塊 60t 材質 SF55

果皮重量 35t

貨物船推進機関用ラダース1､ツク

使用鋼塊 22t 材質 SF45

果皮重量11t

本品ほ形扶が複雑なため特殊な鍛造技術を要

するものである.｡

貨物船推進機関用推進輔

佐周鋼塊 20t 材質 SF45

果皮重量12t

本品はスリーブ付きで特に焼ばめ作業をはじ

め機械化上作 はきわめて 菌 度な技術を要する

ものである｡第28図ほ機械仕_l二作

2d.8 特 殊 鋼

日立金属安 工場はわが固持殊鋼

を示す｡

造のくさわけとし

ⅩVC3 と YXMI

Mo5.3%.V2.1%),

MoO.8%,V2.5.%),
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て自他ともに認めている｡そして今

日業界の指導的立場をとり, 構に

活躍している｡特に高速度銅,高級

工具鋼,ダイス鋼,耐熱鋼および特

殊な構造用合金鋼に特色を示してい

るこノ次i･こ33年度において開発した

品中の一部について紹介する.二.

2d.8.1高C～高V系高速度

鋼について

日立金属安来工場の新しし
､ 度

鋼ⅩVCl,ⅩVC2およびⅩVC3

ほ従来の1814-1系に対L,まった

く組成の異なる高C･⊥高Ⅴ系の高速

度鋼である｡弟5表ほこれが化学成

分と熱処理温度を示す｡すなわちこ

の佳の高 度鋼ほ18-4-1系に比し

て低温度で十分焼きが入いるため熱

処王里が容易であり,かつ 入焼戻に

よる蚊度が高い｡第29図ほⅩVC

3 についてその一例を示すが,

1,220～1,2400C焼入,5750C焼成で

HR(C)67～68を示すし また耐摩耗

性がきわめて大きく,切削耐久力が

すぐれている｡第30図ほ被切肖り材

NトCr～Mo鋼 H!う350 を川い,

(C O.85%,Cr4.2ア6,W6.5%,

SXl(Cl.0%,Cr4.2%,W12.0%,

HXV3(CO.8%,Cr4.2‰W18.0%,

MoO,8%,Vl.6%,Co5.0%)およびYHX4A(CO･78%,

Cr4.2.‰ W18.0%,Vl.3%,ColO.0′ヲ占)との比較試験

結果を示すが,ⅩVC3ほColO%のYHX4A と同

程度の性能を有し,ホブ,カッタ,フライスカ､ソタおよ

(
リ
)
架
ヾ

堅

悪

｣

l

十l

ここゴミミ 鞄
l

l
■一ノみワ■と

王.】

/′･■軋L㌘･相℃/

路用■
1

~~~~｢
l

♂J 〟♂ a砂 彪汐 イ〟 ガク 必ク 御

二枚 戻 温度 (℃)

第29図 ⅩVC3の焼戻温度と硬度
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ⅩVCl

XVC 2

ⅩVC 3

第5表

l.25～1.35仇15～0.30■0.25～0.45

1･30√･､ノ1･仙1ト0ヰ25～0･451.45～1.550.15～0.30.0.25～0.45

びラックカッタなどに賞用

されている｡

2る.8.2 新抜型鋼CRP

について

抜型鋼とLて従来 CRD

がすぐれた性髄涛′J三してい

ることほ周知のと二日りであ

る｡ノここに紹介する新抜型

鋼CRPはCRD改汚のH

で少量のⅤおよご､ごMoを添

加したもので,第d表に化

ザ成分をホす.⊃

本鋼の胱人氾息土930～

9800C;山i■令(950一､しノ1,0000C

咋冷)が適当で,CRDと変

りないが焼涙硬セは高くか

つ焼戻軟化抗抗が沃きい｡

また熱処裡による変形率も

成学化

(ミミ

臣
-
≡
一
町
5
〕
"
宗

分(%)と 熱 処理温度(OC)

3.80～4.30

第41巻 第1シJ･

3.80～4.30!4,50～5.50

1,220､ノ1,

1,220～1,

270油■

270油】

550～570空

560～580空

4･80～5･30i4･50～5･5隼220～1･270叫560～関0空

ズ作J rスノ1//∫′r/ 侶〃ルイ胡

YItX4,‖ⅩV3:1,300□C煉人,5750C2国焼戻

SXl
:1,2800C焼人,5750C2国焼戻

XVC3,YXMl:1,260つC焼人,5750C2回焼戻

第30図 切削試験結果

CRDと大差ないが耐摩耗怖はかなi)大である｢.弟31図

は摩托試給紙果の一一例をホす｡すなわちリング才人輝耗.試

験片を用い,西原式摩耗試験機により試験条作(1)圧

縮応力61･6kgノmm2,(2)附り率10.%,(3)潤滑剤

なし,(4)同種一式料上下組合せとして,紋返州転数と

摩耗品との関係美′jミしたものであるが,輝耗減鼠はCRD

に比し CRPのノノがかなり少ないし.したがってCRPほ

熱処理上の取り扱いほCRDとほとんど変りないが,耐

耗性ほかなり大きく,また被切㌣封押1三も比較的よいので

各種抜型材として貨mされているし

2d･8.3 大形歯車用新肌焼鋼について

最近日劇卓の性能向｣二にfl!い,熱処理変形,芯部適度,

被切削昭,惨炭六川′l三質などのすぐれた肌娩材料が要望さ

れているが,粕二大形歯車に対する適材の要望ほ焼烈で

ある.っ

[-l.~､ヒ金属安来1二場でほ数年にわたる研究の泰占軋 この

ような性能をイ】-する新肌焼鈍としてYGMlを推奨して

いる〕自動車川鍋帰その人‡1-i:′I痛〟式のために品質の均

第6表 化 学 碇 介(_%)
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〝

! ･●-

ヽ､､

第31閲 歴耗試験結果

(9800C油焼人,200eC焼戻)

一化が要求せられているが,柑こ各熔解の峡人件ほ厳重

な乍押托を要望されている｡木鋼の峡入性は SNCM 25

に匹敵し,大形歯車材として適しているのみならず,安

来~_r二場の優秀な製鋼技術によってジョミニー距離8/16in

においてHIt(C)38＼-46に骨即されている｡弟7表ほ

YGMlの機械的性質を示すが,この高い強度と靭性の組

合せは本鋼の優秀作の側面をホすものである｡

F一純lと労力をかけた貴重な製品が熱処押による変形の

ために廃却となることほしばしば起ることであり,Lた

が/)て,これが 少であることほ使用者にとって大きな

魅力である._.また熱処即変形の僅少なことほ作業工数の

低減,ひいては.I好個の切下げにつながるものであり自動

車メーカーの~J√くからの要望である｡第32図は自動車

用銅として広く円いられているSCM22とYGMlの変

形率を比較Lた結果であるが,本鋼の焼入ひずみが広い

焼入渥度範l抑こわたって安碇であり,かつ蛙少であるこ

とをホしている.こ_､

本銅ほ惨庚焼入によって微細な炭化物を分布した正常

な焼入組 を示し,良好な渉炭部怖質をもっていること

が推察される｡弟33図にブjミすように渉炭焼入部の耐

耗性が 秀であることは本釦の大きな魅力の一つであ

る｡

このようにYGMlほ大形虜減㍑l;品に対する適当な娩
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第32同 港炭丸棒試料の魅入限度と変汗トトの慄‖釆

入性をもち,芯郁の挽掛軋 肌部のl耐伴肘′は､りこきく,

熱処理ひずみが少ないなど,大形歯単材に要求さかる~~iミ

要な性質を備えているほか,渉炭時の針描】粒の成長速度

が遅く,市接焼入による性能の劣化が少ないなど,ガス

鯵炭川鋼としての適性も十分であるし考紺三,数社の⊥要

11動申メーカーによって,本鋼の.拭作試験が鋭法進行申

〝 〝 〟 カー 彪㌧現〆

繰返回 転敗

用3引当】西原式摩耗試験によるYGMlおよ

びSCM21鯵択焼入武料の耐摩耗性の比較

第7表 YGMlの代表的機械的性質

であり,その成朱が期待されている｡

昭和33年における日立金属工業株式会社の社外講演の成果
(昭和32年11月～昭和33年10月)

32/11岳 12 133/1巳 2 6 7 1 8 1 9

昭和33年度における日立金属工業株式会社の社外寄稿の成果
〔昭和32年11月～昭和33年10月)
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